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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1.5 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1.5 ○ ○ ○

第1学年：「データサイエンス１」（必修） 一部開講

様式２－１

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

医学部では、プログラムを構成する「データサイエンス１」1.5単位（必修）、「学生研究2」4.5単位（必修）、「学生研究3」1.5単位（必修）の合計7.5
単位を取得すること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「データサイエンス１」（必修） 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1.5 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1.5 ○ ○ ○

4.5 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1.5 ○ ○ ○ ○

4.5 ○ ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○ ○

第1学年：「データサイエンス１」（必修） 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「データサイエンス１」（必修） 一部開講

第3学年「学生研究2」（必修） 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

第4学年「学生研究3」（必修） 一部開講

第1学年：「データサイエンス１」（必修） 一部開講

第3学年「学生研究2」（必修） 一部開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

第1学年：「データサイエンス１」（必修）
・授業タイトル「データサイエンスとは何か」  授業項目「社会の中におけるデータサイエンス」（1回目、2回目）
・授業タイトル「医学・医療におけるデータサイエンス」  授業項目「データ駆動型社会　Society5.0に対応した医療人を目指すため
に」（7回目、8回目）
・授業タイトル「AIの利活用の現状と課題」  授業項目「AIの概念や利活用の現状、関連課題」（15回目、16回目）
・授業タイトル「IoT/IoHとビッグデータ」 授業項目「ビッグデータの活用（グループワーク）」（19回目、20回目）

第1学年：「データサイエンス１」（必修）
・授業タイトル「AIの利活用の現状と課題」  授業項目「AIの概念や利活用の現状、関連課題」（15回目、16回目）
・授業タイトル「IoT/IoHとビッグデータ」 授業項目「ビッグデータの活用（グループワーク）」（19回目、20回目）

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

第1学年：「データサイエンス１」（必修）
・授業タイトル「今後の医療におけるデータサイエンスの活用」  授業項目「医療におけるデータサイエンス活用の将来的展望を知
り、データサイエンスを学ぶ意義の理解を深める」（21回目、22回目）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

第1学年：「データサイエンス１」（必修）
授業タイトル「個人のデータに関連する法規」  授業項目「個人のデータに関連する法規」（9回目、10回目）
授業タイトル「データサイエンスと倫理」  授業項目「データ収集、分析、活用と倫理的配慮」（13回目、14回目）
授業タイトル「AIの利活用の現状と課題」  授業項目「AIの概念や利活用の現状、関連課題」 （15回目、16回目）

第3学年「学生研究2」（必修）
授業タイトル「電子カルテ(臨床)に関する倫理について」、授業項目「電子カルテ(臨床)に関する倫理について」（19回目、20回目）

第1学年：「データサイエンス１」（必修）
授業タイトル「データサイエンスにおける統計の役割」、授業項目「統計の役割を学ぶ」（3回目、4回目）
授業タイトル「社会におけるデータを分類する①」、授業項目「質的変数と量的変数、様々な尺度、時系列データの扱い」（5回目、6
回目）
授業タイトル「社会におけるデータを解釈する②」、授業項目「関連を測定する：多変数データの分析、相関、回帰、因果」（11回
目、12回目）
授業タイトル「社会におけるデータを解析する③」、授業項目「記述統計、確率論の導入と推測統計、標本調査の方法、統計解析
と機械学習」（17回目、18回目）
授業タイトル「IoT/IoHとビッグデータ」、授業項目「ビッグデータの活用（グループワーク）」（19回目、20回目）
授業タイトル「社会におけるデータを表現する④」、授業項目「データを可視化するグラフ(様々なグラフとその適切な活用)」（23回
目、24回目）

第3学年「学生研究2」（必修）
授業タイトル「医学統計・データサイエンス入門」  授業項目「医学統計・データサイエンス入門（講義）」（5回目、6回目、7回目、8回
目）
授業タイトル「医学統計・データサイエンス入門」、授業項目「医学統計・データサイエンス入門（演習）」（21回目、22回目、23回目、
24回目）

第4学年「学生研究3」（必修）
授業タイトル「医学統計・データサイエンス演習」   授業項目「医学統計・データサイエンス演習」（1回目～8回目、25回目～28回
目）
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⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、 「データを正しく評価、活用する基盤となるリテラシーを身に着け、Society5.0における医
療人として必要なデータサイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入により激動する未来の医療界における自 らの在り方を
省察し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としています。

https://www.ompu.ac.jp/education/datascience/index.html
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

第1学年：「情報科学演習」（必修） 一部開講

様式２－２

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

薬学部では、プログラムを構成する「情報科学演習」1単位（必修）、「医薬品情報学」1単位（必修）、「医療統計学」1単位（必修）、「臨床薬物動
態学」1単位（必修）の合計4単位を取得すること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「情報科学演習」（必修） 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

第4学年：「臨床薬物動態学」（必修） 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「情報科学演習」（必修） 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

第3学年：「医薬品情報学」（必修） 一部開講

第4学年：「医療統計学」（必修） 一部開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

第１学年：情報科学演習 （必修）
・授業タイトル「人工知能(AI)とデータ科学」（2回目）
授業項目「ディープラーニングなどの人工知能(AI)の実用化などの情報システムの高度化、データの広域・大量化及びIoT、ビッグ
データ活用など情報技術革新の流れを踏まえ、Society5.0に向けた情報化の進展についての知識を修得する。」

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

第１学年：情報科学演習 （必修）
・授業タイトル「人工知能(AI)とデータ科学」（2回目）
授業項目「ディープラーニングなどの人工知能(AI)の実用化などの情報システムの高度化、データの広域・大量化及びIoT、ビッグ
データ活用など情報技術革新の流れを踏まえ、Society5.0に向けた情報化の進展についての知識を修得する。」

・授業タイトル「クラウドコンピューティングと情報検索」（3回目）
授業項目「クラウドコンピューティングのサービスを利用して利点、問題点の理解を深めて、必要となったときに実践的な判断を可
能とする知識と技術を修得する。大学図書館と様々なインターネット上の情報源について、学術情報の視点から理解すると共に目
的に沿った情報検索に関する知識と技能を修得する。 」
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1-4

1-5

3-1

3-2

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

第4学年：「臨床薬物動態学」（必修）
・授業タイトル「TDMの実際」（8回目）
授業項目「治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。TDMを行う際の採血ポイント、試料の
取り扱い、測定法について説明できる。代表的なTDM対象薬について、薬物動態パラメータを算出し、患者ごとの薬物投与設計が
できる。代表的なTDM対象薬について、薬物血中濃度の推移が薬物療法の効果および副作用について予測できる。薬物血中濃
度に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等を変更するための提案内容について説明できる。」

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

第1学年：「情報科学演習」（必修）
・授業タイトル「情報社会への参画と情報倫理と情報セキュリティ」（1回目）
授業項目「情報社会に主体的に参画するための知識と態度、行動を身に付け、情報技術の進展が社会にどのような変化をもたら
し、いかなる問題を生じうるかについて、技術、法律、倫理、活用の４つの面から重要性を学び、これらに関する知識と技能を修得
する。」
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2-1

2-2

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

第3学年：「医薬品情報学」（必修）
・授業タイトル「医薬品情報の情報源」（6回目）
授業項目「臨床で遭遇する様々な事例の問題解決に取り組みながら、医薬品情報源の種類や分類、目的に応じた情報の選択、
検索、収集について理解する。」

・授業タイトル「患者情報の収集」（7回目）
授業項目「臨床で遭遇する様々な事例の問題解決に取り組みながら、患者情報の収集とその記録方法を理解する。また、患者情
報を取り扱う上で、守秘義務や個人情報保護など情報管理の重要性を理解する。」

第4学年：「医療統計学」（必修）
・授業タイトル「臨床研究デザインと統計解析」（5回目）
授業項目「臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴および長所と短所を挙げ、それ
らのエビデンスレベルについて概説できる。EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。」

・授業タイトル「観察研究（ケース・コントロール研究とオッズ比/コホート研究と相対リスク）」　（6回目）
授業項目「観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケース
コントロール研究、ケースコホート研究など）について概説できる。ケースコントロール研究で用いられるオッズ比を算出できる。コ
ホート研究で用いられる相対リスクを算出できる。主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定について
概説できる。臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。」

・授業タイトル「介入研究（研究の立案/評価）」（7回目）
授業項目「介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）について概説できる。介入研究の効果指標（真のエ
ンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。臨床研究にお
けるバイアス・交絡について概説できる。」

・授業タイトル「優越性試験と非劣性試験、メタアナリシス、生存分析」（8回目）
授業項目「優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。基本的な生
存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説できる。」
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2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

第3学年：「医薬品情報学」（必修）
・授業タイトル「医薬品情報の情報源」（6回目）
授業項目「臨床で遭遇する様々な事例の問題解決に取り組みながら、医薬品情報源の種類や分類、目的に応じた情報の選択、
検索、収集について理解する。」

・授業タイトル「患者情報の収集」（7回目）
授業項目「臨床で遭遇する様々な事例の問題解決に取り組みながら、患者情報の収集とその記録方法を理解する。また、患者情
報を取り扱う上で、守秘義務や個人情報保護など情報管理の重要性を理解する。」

第4学年：「医療統計学」（必修）
・授業タイトル「臨床研究デザインと統計解析」（5回目）
授業項目「臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴および長所と短所を挙げ、それ
らのエビデンスレベルについて概説できる。EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。」

・授業タイトル「観察研究（ケース・コントロール研究とオッズ比/コホート研究と相対リスク）」（6回目）
授業項目「観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケース
コントロール研究、ケースコホート研究など）について概説できる。ケースコントロール研究で用いられるオッズ比を算出できる。コ
ホート研究で用いられる相対リスクを算出できる。主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定について
概説できる。臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。」

・授業タイトル「介入研究（研究の立案/評価）」（7回目）
授業項目「介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）について概説できる。介入研究の効果指標（真のエ
ンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。臨床研究にお
けるバイアス・交絡について概説できる。」

・授業タイトル「優越性試験と非劣性試験、メタアナリシス、生存分析」（8回目）
授業項目「優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。基本的な生
存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説できる。」

本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、 「データを正しく評価、活用する基盤となるリテラシーを身に着け、Society5.0における医
療人として必要なデータサイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入により激動する未来の医療界における自 らの在り方を
省察し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としています。

https://www.ompu.ac.jp/education/datascience/index.html
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

第1学年：「情報リテラシー」（必修） 一部開講

様式２－３

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

看護学部では、プログラムを構成する「情報リテラシー」1単位（必修）、「統計学」2単位（必修）、「データ処理演習」1単位（選択）の合計4単位を
取得すること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「情報リテラシー」（必修） 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

第1学年：「情報リテラシー」（必修） 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

第1学年：「情報リテラシー」（必修） 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

第1学年：「統計学」（必修） 一部開講

第2学年：「データ処理演習」（選択） 一部開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データサイエンスとは何か」（データサイエンスとは　　社会で活用されているデータ）（4回目）

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データ・AI の活用領域」（データの活用領域）（5回目）

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データサイエンスとは何か」（データサイエンスとは　　社会で活用されているデータ）（4回目）

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データ・AI の活用領域」（データの活用領域）（5回目）
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データ・AIの活用領域」（データの活用領域　データ・AI利活用における留意事項）（5回目）
「情報検索とファイル操作」（ネット利用時の諸注意）（6回目）

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

第1学年：「統計学」（必修）
「基本的な用語とデータ」(3回目)「基本的なデータの種類」(4回目)「質的データの分類」(5回目)「量的データ
の分類」(6回目)「記述統計と推測統計の区別」(7回目)「1変数の記述統計」(8回目)「ヒストグラム」(9回目)
「データの分布と代表値」(10回目)「データのばらつきの指標」(11回目)「標準偏差および分布の形状」(12回
目)「質的2変数の関係」(13回目)「量的2変数の関係」(14回目)

第1学年：「統計学」（必修）
「基本的な用語とデータ」(3回目)「基本的なデータの種類」(4回目)「質的データの分類」(5回目)「量的データ
の分類」(6回目)「記述統計と推測統計の区別」(7回目)「1変数の記述統計」(8回目)「ヒストグラム」(9回目)
「データの分布と代表値」(10回目)「データのばらつきの指標」(11回目)「標準偏差および分布の形状」(12回
目)「質的2変数の関係」(13回目)「量的2変数の関係」(14回目)

第2学年：「データ処理演習」（選択）
「データ処理の基本」（2回目)「統計学の基礎的事項の理解1・2・3」（1回目、3回目、5回目)「実際のデータを
利用して統計処理1・2」（4回目、10回目）「検定について1・2・3・4・5」（6回目～9回目、12回目）「データ解析よ
り表の作成・分析手法」（11回目）「アンケート集計・分析」（13回目）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データ・AI の活用領域」（データの活用領域）（5回目）

第1学年：「情報リテラシー」（必修）
「データ・AI の活用領域」（データの活用領域）（5回目）
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⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、 「データを正しく評価、活用する基盤となるリテラシーを身に着け、Society5.0における医
療人として必要なデータサイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入により激動する未来の医療界における自 らの在り方を
省察し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としています。

https://www.ompu.ac.jp/education/datascience/index.html
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

医学部 112 672 112 112 17%

薬学部 294 1723 305 305 18%

看護学部 85 340 91 91 27%

合　計 491 2735 508 508 19%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

2021年度

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 19% 令和４年度予定 38% 令和５年度予定 57%

令和６年度予定 76% 令和７年度予定 95% 収容定員（名） 2,735

本プログラムに該当する医学部及び薬学部の科目は、いずれも「必修」であるため履修者
数・履修率向上に向けた計画は特段ない。
看護学部は、実データ・実課題を用いた演習などによる数理・データサイエンス・AIの基本
的な活用法について、2021年度までは必修「統計学」および選択「データ処理演習」で扱っ
たが、2022年度からはこれらの演習を必修「統計学」および必修「情報リテラシー・データサ
イエンス」に組み込むことを計画している。このことにより、数理・データサイエンス・AI教育
のリテラシーレベルの内容がすべて必修科目で網羅されることになり、プログラムの全体が
必修科目となる。つまり、2021年度入学生は「データ処理演習」選択者のみがプログラムを
修了するが、2022年度以降の入学生からは全員がプログラムを履修することになる。
よって2022年度以降入学生からは全学的なプログラム必修化体制を構築できる。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

大阪医科薬科大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム委員会規程

上記委員会規程「第４条　任務」より
(1) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムの立案、実施。
(2) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムの改善（授業内容・方法、教育効果、シラバ
ス記載内容の改善、全学的な履修者数・履修率向上、教員の配置、等）。
(3) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムに関する履修学生への調査を実施、結果に
もとづき学生の理解度を測るなど自己点検・自己評価を行い、プログラム改善につなげる。
(4) 数理・データサイエンス・ＡＩ教育の全学的な普及、整備。
(5) 大学ホームページでの大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム自己点検・自己評価
による検証結果の公開・発信。

大阪医科薬科大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム委員会の構成員は下記の通
り。なお、各学部の委員は各学部長が学長に推薦し、学長が委嘱している。
(1) 医学部長が推薦した医学部教員：中野隆史、駒澤伸泰
(2) 薬学部長が推薦した薬学部教員：永井 純也
(3) 看護学部長が推薦した看護学部教員：小林 道太郎
(4) 各学部長が推薦した事務職員：藤原　佐智（医）、濱田 桂輔（薬）、中野 恵梨子（看）

具体的な計画
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

医療系大学という特質上、プログラムは各学部の特性に合わせた科目で構成されている。
医学部、薬学部科目は2021年度以降の学部学生全員がプログラム履修者となっている。看
護学部においても一部選択科目があるものの、上記計画のとおり2022年度入学生以降は
全員がプログラム履修者となる。
各科目の学修目標は学部間の専門性による差異も存在するが、そこに注目することが
Society 5.0の医療現場における多職種協働につながり、データサイエンス・AIと医療・福祉
の臨床現場との連続性を意識させることも重視している。
キャンパス間の物理的距離への配慮として、遠隔会議システムを活用した授業施行、学部
共通のオープンエデュケーション教材を活用した自主学習（e-learning)も行っている。コン
ソーシアム等のオープンエデュケーション教材を用いることで、プログラミング等に関する主
体的・対話的で深い学びを支援できる。

医学部および薬学部科目は、すでに学部の学生全員が受講可能な状況である。看護学部
においても一部選択科目があるものの、上記計画のとおり必修化の準備を進めており、
2022年度入学生以降は全員がプログラム履修者となる。
医療系大学として、データサイエンス・AIと実際の医療・福祉現場の連続性を常に意識させ
る取り組みが必要である。今後、入学後のガイダンスや大学HPの本プログラム情報の充実
を図り、学生には常にデータサイエンス・AIを学ぶ意義を意識させ情報を受け取りやすい環
境を作っていきたい。
学生の学修意欲を高める取り組みとしては、プログラム全体で下記を留意している。
・予習項目を通知し、新規概念の理解促進
・高等教育における情報系科目の情報収集を行い、高大接続を意識している
・臨床・基礎医学系科目との垂直・水平統合を意識した内容
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

医療系大学という特質上、あえて、共通科目にせず医・薬・看各学部の専門性に合わせた
授業科目で構成したプログラムとなっている。いずれの学部の科目もそれぞれの専門的な
進路に合わせた垂直型プログラムとしている。履修者がSociety5.0の医療界をイメージでき
るよう努めており、それぞれの専門分野との関係も含めて考えさせることで学ぶ意義が理
解できるように工夫している。
学生の理解力を促進する取り組みとして、他大学のオープンエデュケーションを補助教材と
して使用したり、オフィスアワーを設定するなどしている。
一方、教員の多くが「情報科学」に関する系統的授業を受けていないがゆえに、学生への
データサイエンス・AIプログラム提供に当たっては、教育者自身の自発的学修も必要であ
り、定期的な学内Faculty Development講習会も計画している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

各科目について、シラバスにオフィスアワーを明記しており、その時間に講義室や教員の研
究室で学習指導や質問を受け付けることを学生に周知している。また、ポータルサイトや
メールによる各教員への質問も受け付けている。
担当教員については、日々、高大接続の観点やデータサイエンス・AI領域の主体的・対話
的で深い学びを得るために医療系以外を含めた他大学FDに定期的に参加し情報収集し、
研鑽に努めている。さらに、医療系データサイエンス・AI教育に関しては国内外の医療系学
会に参加し情報収集を行っている。
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様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムにかかる科目は学生による授業評価アンケートを実施しており、科目ごとに理解度等を分析でき
る仕組みになっている。 授業評価アンケートでは「授業内容を理解できたか」、「教員の講義進行速度はどうで
あったか」、「教員の説明のわかりやすさ」、「学習目標を達成できたか」などに関する設問のあり、その結果に
ついてはすべて教員にフィードバックし授業改善につなげている。
各学部のアンケート結果についても、3/23（水）開催の「数理・データサイエンス・AIプログラム委員会」において
自己点検を実施、4/5（火）開催の「学部間協議会」において評価しており、「自己点検評価報告書」としてホー
ムページ上で公開している。

学修成果

医学部は「データサイエンス１」の学修成果解析としてテキストマイニングを実施。医療におけるデータサイエン
スやAI関する意識の高さだけでなく、人間性や医師のあるべき姿、情報と社会に関する項目の省察がみられ
た。
薬学部では薬学研究にも繋がる化学構造式描画ソフト等一連の学びを通し、プレゼン形式での発表もあり、
「聞き手」に伝えるだけでなく自身が「聞き手」となり他者を評価することを学ばせた。
看護学部では授業評価アンケートで、授業を総合的にみて満足したかという問いに対して、「情報リテラシー」
で75％、「統計学」で46％が「とてもそう思う」「まあそう思う」と回答。この結果を基に次年度授業改善計画を検
討している。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムは2021年度第1学年生より開始しており、プログラムの各学部該当科目には、学部の進路や特性
を生かした実践内容も多く含まれている。
各学部で履修状況および修得状況を確認しており、
医学部・薬学部：第1学年の履修率100％、修得率99％
看護学部：第1学年履修率100％、修得率100％
となっている。看護学部では、2022年度入学生からカリキュラム改正により、第1学年必修科目「情報リテラ
シー・データサイエンス」と「統計学」によるプログラム構成とすることで、全員がプログラムを受講する予定であ
る。
このことにより2022年度入学生以降は三学部の全員がプログラム履修者となる。
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学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

医学部・薬学部では、プログラムを構成する科目が全て必修であり、推奨に関わらず全学生が履修している。
看護学部でも、「情報リテラシー」「統計学」は必修であり全学生が履修している。「データ処理演習(プログラム
履修生である1年生は未履修であるが、2021年度2年生の既存科目のため参考）」の授業評価アンケートでは、
この分野への興味・関心が高まったかという問いに対して、94％が「とてもそう思う」「まあそう思う」と回答。なお
2022年度入学生からは、カリキュラム改正により、第1学年必修科目「情報リテラシー・データサイエンス」と「統
計学」によるプログラム構成とし、全員がプログラムを履修する予定である。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

医学部、薬学部では、現状プログラムの通り、今後も全員必修科目での構成であり、全員がプログラム履修者
となる。
看護学部では、プログラム1年目の2021年度は、第1学年「情報リテラシー」と「統計学」は必修科目、第2学年
「データ処理演習」は選択科目であったが、2022年度入学生からは、カリキュラム改正により、第1学年必修科
目「情報リテラシー・データサイエンス」と「統計学」の2科目によるプログラム構成とすることで、全員がプログラ
ムを受講する予定である。
このことにより2022年度からは、三学部の学生全員がプログラム履修可能となる。
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学外からの視点

②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

医学部では、実務家教員（医師）による講義で、医学部生をとりまく情報機器の発展についてイメージできるよ
うに心がけている。
薬学部の「情報科学演習」では、PCと関連機器を利用した個別学習やグループワークを実施、入学以前の知
識・技能は個人差があるためTAを配置した。「医薬品情報学」では、薬剤師に求められる医薬品や患者情報に
ついて解説、活用に関する基本事項を演習させた。
看護学部は現時点ではさらに改善の余地ありとしながらも、2022年度はコンソーシアム作成のスキルセット準
拠の『教養としてのデータサイエンス』を教科書指定するなど、分かりやすい授業づくりについても、各学部の進
路を見据え検討、努力したといえる。

https://www.ompu.ac.jp/education/datascience/index.html

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムは2021年度第1学年生より開始しており、現時点で、本教育プログラムを修了した卒業生はいな
い。また、 医療系大学という特質上、卒業後IT系の企業等への就職者はほとんどいないと思われる。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

医学部・看護学部ではカリキュラム評価委員会の、薬学部では薬学自己点検・評価委員会の学外委員より産
業界視点でご意見をいただいた。医学部・看護学部では「医師にとってどのようなデータサイエンス知識が必要
なのかを示す必要がある」「学生の立場としての目的だけでなく、地域で生活する住民の立場にたってなぜ必
要か、いつ、どのように活用するべきなのか等が事例を通じて理解できるとよい」、薬学部では「申請に多いに
賛成する。また、プログラムを構成する科目についても適当であると考える。各講義内容のより具体的な方略
が示されるとなお分かり易い」等の意見をいただいており、プログラム改善と合わせ検討していかねばならな
い。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

「最終回授業で現在の社会および医療におけるデータサイエンス・AIの活用について提示し、グループディス
カッションを含めながら、今後起こりうる変化と自らの在り方を省察するアクティブラーニングを取り入れる」、
「与えられた課題に関する内容や構成を考えプレゼンテーションを行い、学生が評価し、学習の本質に触れる
機会を与える」、「臨床で遭遇する様々な事例の問題解決に取り組みながら、医薬品情報源の種類や分類、目
的に応じた情報の選択、検索、収集について理解する機会を与える」など各学部の特性にそって「学ぶ楽しさ」
「学ぶことの意義」の理解に努めている。詳細は「自己点検評価報告書」としてホームページで公開している。
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① 授業内容

様式６

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）プラス　申請書

医学部および薬学部のプログラム科目は、いずれも「必修」であるため、すでに学部の学生
全員が受講可能な状況である。看護学部では、2022年度入学生からは、カリキュラム改正
により、第1学年必修科目「情報リテラシー・データサイエンス」と「統計学」によるプログラム
構成とすることで、全員がプログラムを受講する予定である。このことにより2022年度には
三学部の学生全員がプログラム履修可能となる。

・医療系大学におけるデータサイエンス・AIプログラム
医療系大学におけるデータサイエンス・AIプログラムは、概要紹介に留まらず、原理やリス
クに関しても包括した実践的な理解が必要である。
大阪医科薬科大学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」は、 「データを正しく評価、
活用する基盤となるリテラシーを身に着け、Society5.0における医療人として必要なデータ
サイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入により激動する未来の医療
界における自 らの在り方を省察し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としており、各
学部の該当科目には、医・薬・看それぞれの専門性との連続性を意識した実践内容も多く
含まれている。各々の医療人としての研究基盤となることを意識した構成となっており、4年
もしくは6年間の一貫したデータサイエンス・AIプログラムには、近未来における発展性だけ
でなく付随するリスクに対応できるコンピテンシー獲得が求められる。
いずれの学部も高学年で臨床実習があり、「電子カルテ」という診療情報、ビッグデータに触
れることとなる。医療現場での留意事項（ELSI、個人情報）についてもつなげる。

・各学部における医療人としての研究基盤となることを意識した科目構成（実データを扱う）
医学部では、従前から実施していた「学生研究２」、「学生研究３」の科目もプログラムに含
めている。学生研究シリーズは学生がリサーチマインドを醸成し、自ら課題を発見し、それを
解決する、という姿勢を身につけると ともに、医療情報や研究情報の精査と評価を行い、医
師として EBM（evidence-based medicine）を実践できることを目的にしている。 3年生の「学
生研究２」の学生研究コア期間（研究室配属期間）であり、4年生の「学生研究３」では、学生
研究コア期間で得られた疾患や病態、もしくは公衆衛生的領域における実臨床データを解
析する。そして、研究成果を社会に還元する方法であるグラフ選択や作成などの発表法を
実践することで、医学研究全体について学ぶことを目的としている。研究室配属期間には、
病院や社会の実データを扱い、研究の方法を学び過程を記録しつつ、推し進め研究成果発
表する内容となっている。同時に医学医療領域の研究における患者個人情報管理の倫理
的項目への配慮についても学ぶ。これらの医療・福祉領域における実臨床データの解析を
通じて、将来の臨床現場に対応できる十分なリテラシー涵養を目指している。
薬学部では、3年生の「医療統計学」で、疾病の自然経過を観察する狭義の観察研究にも、
薬物の効果を検証する臨床試験・治験にも、医療統計の知識が必要であることを理解し、
講義と演習を通してその手法を習得することを目的としている。「医薬品情報学」では、医薬
品の有用性を最大限に活用し、種々の医薬品情報を適切に収集し、評価し、患者情報を踏
まえた上で、情報の受け手に合わせて加工し、提供することを学ぶ。臨床上の問題解決に
おいて薬剤師に求められる医薬品情報、患者情報について解説し、その活用に関する基本
的な事項を演習している。
看護学部では、1年生の「統計学」において、保健医療情報を例にとり、まずデータの種類
及び特性、収集及び分類、分布の種類と特性を理解させる。統計量から集団の傾向や性質
を把握させ、それらの分析技術を習得し、諸性質を確率論的に推測し、データの示す意味
を考える訓練と論理的に思考する能力を養い、分析結果の解釈の仕方を教授している。　2
年生の「データ処理演習」では、統計学の知識を深め、一般的なデータ処理に必要な汎用
性の高いソフトウェアに習熟し、看護学習・研究に利用することができるようになることを目
標としている。
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② 学生への学習支援

・オフィスアワーの設置
プログラムを構成する各科目に、オフィスアワーの時間を設けており、理解が不足していた
場合に教員が十分に対応できる体制を整えている。データサイエンス・AI領域だけでなく、
基盤となる情報科学における知識習得が難しい場合は、適正なレベルの教科書を紹介する
などの試みを行っている。

・事前事後学習の補助教材、e-learning
事前事後学習の補助教材として、他大学のオープンテキストブックを三学部で共有し（e-
learning)、学生の理解度アップに利用している。また、プログラミングや医療系以外のデータ
サイエンス・AIに関する学習を望む学生に対してもコンソーシアムのオープン教材を紹介す
ることで発展的学習を支援し、主体的・対話的で深い学びを涵養する。

・高大接続を意識した学修支援
現在の高等学校では、「社会と情報」やプログラミングを含めた「情報の科学」など基礎的な
「情報」科目が導入されており、今後、高大接続を意識した学修支援も必要である。これを
踏まえプログラムの点検評価、改善に当たっては、下記課題も認識し、3学部で支援体制を
整えている。
→情報・プログラミングの基礎知識をイメージしたリテラシーレベル教育への質改善
→プログラミング経験者と非経験者の混在を意識したリメディアル教育
→デジタルネイティブの存在に対するデータサイエンス教育の再構築
→データサイエンス科目だけでなく、全ての総合教育系科目へ影響が予測される。

・多職種連携教育を意識した学習
本学では、初年度から高学年まで連続する垂直統合型の多職種連携教育を構築しており、
学部間の専門性の差を認識しつつ、将来の医療人として他職種との連携を学んでいる。
データサイエンス・AI科目においても、医療・福祉での共通部分だけでなく専門性における
差を学ぶことで、将来の臨床現場でのデータサイエンス・AI活用が円滑に実践できると考え
る。これらの支援を行うことで、臨床現場との連続性を担保しつつ、主体的・対話的で深い
学びを得られ、支援体制に対しても年度ごとに見直すことで質改善を図り、医療系総合大学
としての特色あるデータサイエンス・AIプログラム提供に努める。
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③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等）

AIの医学医療への応用は、日常診療への応用だけでなく、医学研究分野においても、革新
的進歩が期待される。この潮流から、卒前教育においても、データサイエンス・AIを用いた
科学的知見に触れることが、研究レベルへの円滑な接続に寄与する可能性がある。臨床科
目と並行しながら臨床におけるデータサイエンス活用方法やAIの可能性と危険性について
学ぶことが実践的と考えている。

・実臨床・実社会における研究データ
① でも記載した通り、各学部の該当科目には、実データを扱う実践内容も多く含まれてお
り、各々の医療人としての研究基盤となることを意識した構成となっている。データサイエン
スに関するスキルを活かし、実臨床・実社会における研究データの質的もしくは量的解析の
実践を目指している。医療系大学という特性上、学生も医療系に進む学生が大半である。
卒前教育で、実臨床データを取り扱う期間を設けることは、常に実社会のニーズを意識する
ことにもつながっている。また、これらの実臨床におけるデータを扱うことは医療産業界への
理解と連携につながると考えている。

・他大学との連携、海外の大学等との連携等
本学は、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム近畿ブロックに加盟しており、
常時、外部団体が実施する講演やワークショップ、ＦＤ活動等に参加し、本学カリキュラムに
取り入れられる部分は全学部で共有している。今後は、他大学への普及にも尽力し、医療
分野における「数理・DS・AI教育」の充実を目指したいと考えている。さらに、世界最大の医
学教育系学会である欧州医学教育学会（AMEE）のガイドラインの共有や学会参加・発表に
より世界のデータサイエンス・AI教育の連携を行っている。
Society 5.0に対応できる医療系学生の育成には、データサイエンス・AIプログラムの継続的
質改善が必要であり、実臨床・医療産業・コンソーシアム・海外との連携をさらに深めたい。

・高大連携
令和４年３月４日(金) 17:00～、同法人の高槻高校校長による「高大接続に向けた中等教育
の過去10～15年の推移・変化」講演（FD）があり、学習指導要領の改訂に伴う「情報」授業と
データサイエンスについても共有があった。今後も継続的に高大間の情報共有を行ってい
く。
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 2021年度「データサイエンス１」年間授業計画 学内ユニバーサルパスポートデータより

年月日 開始 終了 大項目 授業タイトル 授業項目
対応する

学習アウトカム 事前事後学習項目
授業
形態

施設 担当1 担当2

21/12/17(金) 10:40 11:25
データサイエンス（講義） データサイエンスとは何か 社会の中におけるデータサイエンス (1),(2),(6),(7)

予習：データサイエンス・Society5.0の概要につ
いて調べておく

1 G201 中野 隆史
京都大学（田村　寛）

21/12/17(金) 11:30 12:15
データサイエンス（講義） データサイエンスとは何か 社会の中におけるデータサイエンス (1),(2),(6),(7)

復習：データサイエンスの意義についてまとめ
る

1 G201 中野 隆史
京都大学（田村　寛）

21/12/17(金) 13:00 13:45
データサイエンス（講義） データサイエンスにおける統計の役割　　 統計の役割を学ぶ (4),(5)

予習：データ解析における統計学の役割につ
いて調べておく

1 G201 伊藤 ゆり

21/12/17(金) 13:50 14:35
データサイエンス（講義） データサイエンスにおける統計の役割　　 統計の役割を学ぶ (4),(5)

復習：データ解析における統計学の役割につ
いてまとめる

1 G201 伊藤 ゆり

21/12/17(金) 14:40 15:25
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを分類する① 質的変数と量的変数，様々な尺度，時系列データの扱い (4),(5)

予習：統計変数の種類と尺度について調べて
おく

1 G201 中村　信裕 

21/12/17(金) 15:30 16:15
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを分類する① 質的変数と量的変数，様々な尺度，時系列データの扱い (4),(5)

復習：統計変数とその要約方法についてまとめ
る

1 G201 中村　信裕 

22/1/5(水) 9:00 9:45
データサイエンス（講義） 医学・医療におけるデータサイエンス

データ駆動型社会　Society5.0に対応した医療人を目指す
ために (1),(2),(6),(7)

予習：医学医療におけるデータサイエンスの応
用に関して調べておく

1 G201 駒澤 伸泰

22/1/5(水) 9:50 10:35
データサイエンス（講義） 医学・医療におけるデータサイエンス

データ駆動型社会　Society5.0に対応した医療人を目指す
ために (1),(2),(6),(7)

復習：医学医療におけるデータサイエンス・情
報管理の意義とリスクについてまとめる

1 G201 駒澤 伸泰

22/1/6(木) 13:00 13:45
データサイエンス（講義） 個人のデータに関連する法規 個人のデータに関連する法規 (3),(7)

予習：情報活用・管理に対する法規に関して調
べておく

1 G201 北野病院（平木 秀輔）

22/1/6(木) 13:50 14:35
データサイエンス（講義） 個人のデータに関連する法規 個人のデータに関連する法規 (3),(7)

復習：情報活用・管理に対する法規について調
べておく

1 G201 北野病院（平木 秀輔）

22/1/6(木) 14:40 15:25
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを解釈する② 関連を測定する：多変数データの分析，相関，回帰，因果 (4),(5)

予習：クロス集計表，散布図，相関係数につい
て調べておく

1 G201 中村　信裕

22/1/6(木) 15:30 16:15
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを解釈する② 関連を測定する：多変数データの分析，相関，回帰，因果 (4),(5)

復習：多次元データの分析方法についてまとめ
る

1 G201 中村　信裕

22/1/7(金) 9:00 9:45
データサイエンス（講義） データサイエンスと倫理 データ収集、分析、活用と倫理的配慮 (2),(6),(7)

予習：情報管理・解析に対する倫理に関して調
べておく

1 G201 近藤 　恵

22/1/7(金) 9:50 10:35
データサイエンス（講義） データサイエンスと倫理 データ収集、分析、活用と倫理的配慮 (2),(6),(7)

復習：情報管理・解析に対する倫理についてま
とめる

1 G201 近藤 　恵

22/1/7(金) 10:40 11:25
データサイエンス（講義） AIの利活用の現状と課題 AIの概念や利活用の現状、関連課題 (6),(7) 予習：AIの発展と概要について調べておく 1 G201 京都大学（林 和則）

22/1/7(金) 11:30 12:15
データサイエンス（講義） AIの利活用の現状と課題 AIの概念や利活用の現状、関連課題 (6),(7) 復習：AIの利活用とリスクについてまとめる 1 G201 京都大学（林 和則）

22/1/7(金) 13:00 13:45
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを解析する③

記述統計，確率論の導入と推測統計，標本調査の方法，統
計解析と機械学習

(4),(5) 予習：記述統計と推測統計の違いを調べておく 1 G201 中村　信裕

22/1/7(金) 13:50 14:35
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを解析する③

記述統計，確率論の導入と推測統計，標本調査の方法，統
計解析と機械学習

(4),(5)
復習：記述統計，推測統計それぞれの手法に
ついてまとめる

1 G201 中村　信裕

22/1/12(水) 9:00 9:45
データサイエンス（講義）

IoT/IoHとビッグデータ
ビッグデータの活用（グループワーク） (1),(5) 予習：ビッグデータの定義について調べておく 1 G201 伊藤 ゆり　

22/1/12(水) 9:50 10:35
データサイエンス（講義） IoT/IoHとビッグデータ ビッグデータの活用（グループワーク） (1),(5) 復習：ビッグデータの利活用についてまとめる 1 G201 伊藤 ゆり　

22/1/19(水) 9:00 9:45
データサイエンス（講義） 今後の医療におけるデータサイエンスの活用

医療におけるデータサイエンス活用の将来的展望を知り、
データサイエンスを学ぶ意義の理解を深める

(1),(6),(7)
予習：Society5.0における医学医療に関して調
べておく

1 G201 中野 隆史 駒澤 伸泰

22/1/19(水) 9:50 10:35
データサイエンス（講義） 今後の医療におけるデータサイエンスの活用

医療におけるデータサイエンス活用の将来的展望を知り、
データサイエンスを学ぶ意義の理解を深める

(1),(6),(7)
復習：医学医療におけるデータサイエンス・AI
の利活用についてまとめる

1 G201 中野 隆史 駒澤 伸泰

22/1/20(木) 13:00 13:45
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを表現する④ データを可視化するグラフ(様々なグラフとその適切な活用) (4),(5)

予習：グラフにどのような種類があるか調べて
おく

1 G201 中村　信裕

22/1/20(木) 13:50 14:35
データサイエンス（統計） 社会におけるデータを表現する④ データを可視化するグラフ(様々なグラフとその適切な活用) (4),(5)

復習：様々なグラフとその活用法についてまと
める

1 G201 中村　信裕

30



��� ����� 	
��
��� ������������ ������������ !�"#$%&�'�()*+,-.	�/�� !�"#$01�2��� !�"#$345�,678-9:8�	
;<= >?�@ABCDEFGHIJK�LMNOPQRSAT;UVWXYZ[�#\]^_`����ab�NOcdJeGHIfgHQ��d�h#ijk�lmn?^Ropqrmst^RuHmvwxyR]z{|}m~���y]]��R��]^_������������������������������m��P�yg]m
W�^_zyf`����ab�NOc;��QR���A�e�^_zy�������T���,45�T$P�D�xP����APQu;� ]^_R��-�¡�¢�y��;£Z]¤=¥R��]^_;L¦��§¨]��©ª;«¬R­®¯;�����°Hyg]�C±_u;£Z²³´];«¬Xµmop¶·^_�If���	
;¸#¹ º���²	�;»z¼½m�¾��²¿ÀX(¥mÁ±_�Âg]dP�yf��ÃÄ]ÅÆmÇV^_�	�WXÈ¶�ÃÉz_�ÊËms^���Âg]dP�yfÌ�oÍ;ÎÏ;ÐÑ²ÒÓmWÔ�ÕÖ^_�Gp�×ØxyIÙ;ÚÛmÜ__�Fxyg]dP�yfÝ�oÍm�Þ�ß±_×ØGàá�yªâmã?^�u;|}m��g]dP�yfä�ÃÄ²ÅÆ;åæ�yçè;��m�éêm�ëìímîï^���ð^ñÙyg]dP�yfò���?óm�.�yzQ�ô�×�_�õö�÷¨"#øIQùú�C±_�sûxyg]dP�yf�����¢�yüýWËrþ;4 dP�yf��é� �î�ÕÖ]]���xf�ÕÖ �ÕÖ����YZ¢Cë3�,�45^_F{��ã	��
B¢Cë�÷#�
�CDÇVW�ÕÖxyf�qr�*xy��#l
����45®;3�,9:��]��ab��¹����ó
��z_����¨K�[��xyg]P��#l
��mF{f��� Ý�ä�	�-�¶� ]����^Xzf��¶ ���� !�;�y���������%&�'�01�2���345�,;����$�

%&'(

)*+(,-.��� �����./-012 �òÝò�����3 4��5��676��5���������89:T ;.< =Ë->?
�H@ØîA#¹�l�¨�BCD�EGzfF3�,45�TQ9:���GH>?xyg]fIJKLJ%.��MN�¨O
 oPW¾�ÓQ��MN�¨.< RS�	R���Q�T�:�UÃÄ]ÅÆmÇV^_�	�WÈ¶�ÃÉz_VWW���xyg]dP�yf��²��8]^_;oÍm�Þ�ß±_×ØGàá�y|}m��g]dP�yfÃÄ²ÅÆ;åæ�yçèm��xyg]dP�yf
31



��������	
�� 
��������������������� !�"#$�%&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� =��>?'@A�BCD$���E�FGH>I�$�JK�LDMM�%&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� N��OP�QR�ST�UV�EWHXYD$�Z[H\]^+_`�ab�c$$.d^+&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� e��OP��fHg#$\]Zhij+kl�m	D�n�op�qM&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� r��>?�@A�st6+uv�w���xy��z{|�}~DMM��D�`+&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� ���w�	����6+����H\j$���������_���H�#$�L�^+&'()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<���	
�� ���w�H�j+��EK�����()*+,- ./)*+&'(0123�45)6+�789:;<

32



  2021年度「学生研究２」年間授業計画 学内ユニバーサルパスポートデータより

年月日 開始 終了 クラス 大項目 授業タイトル 授業項目
対応する学習アウ

トカム 事前事後学習項目
授業
形態

施設 担当1 担当2 担当3

21/9/15(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 全体オリエンテーション、カリキュラム説明 全体オリエンテーション、カリキュラム説明
予習：実施要領を持参すること。内容は各自読んでおくこと。
復習：各教室配属に向け、オリエンテーション・カリキュラム説明の内容を振り返ること。

1 P301 中野 隆史 浮村 聡 瀧谷 公隆

21/9/15(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 全体オリエンテーション、カリキュラム説明 全体オリエンテーション、カリキュラム説明
予習：実施要領を持参すること。内容は各自読んでおくこと。
復習：各教室配属に向け、オリエンテーション・カリキュラム説明の内容を振り返ること。

1 P301 中野 隆史 浮村 聡 瀧谷 公隆

21/9/15(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 全体オリエンテーション、カリキュラム説明 全体オリエンテーション、カリキュラム説明
予習：実施要領を持参すること。内容は各自読んでおくこと。
復習：各教室配属に向け、オリエンテーション・カリキュラム説明の内容を振り返ること。

1 P301 中野 隆史 浮村 聡 瀧谷 公隆

21/9/15(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 全体オリエンテーション、カリキュラム説明 全体オリエンテーション、カリキュラム説明
予習：実施要領を持参すること。内容は各自読んでおくこと。
復習：各教室配属に向け、オリエンテーション・カリキュラム説明の内容を振り返ること。

1 P301 中野 隆史 浮村 聡 瀧谷 公隆

21/9/22(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（講義） 1)2)3)4) 予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：学生研究で実施する可能性のある研究デザインについて復習すること。

1 P301 伊藤 ゆり

21/9/22(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（講義） 1)2)3)4) 予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：学生研究で実施する可能性のある研究デザインについて復習すること。

1 P301 伊藤 ゆり

21/9/22(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（講義） 1)2)3)4) 予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：学生研究で実施する可能性のある研究デザインについて復習すること。

1 P301 伊藤 ゆり

21/9/22(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（講義） 1)2)3)4) 予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：学生研究で実施する可能性のある研究デザインについて復習すること。

1 P301 伊藤 ゆり

21/9/29(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 人の倫理(倫理全般)について 人の倫理(倫理全般)について 1)2)3)4) 予習：研究倫理に関するサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：研究倫理について学んだことをまとめること。

1 P301
研究倫理委
員長

21/9/29(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 人の倫理(倫理全般)について 人の倫理(倫理全般)について 1)2)3)4) 予習：研究倫理に関するサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：研究倫理について学んだことをまとめること。

1 P301
研究倫理委
員長

21/9/29(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 人の倫理(倫理全般)について 人の倫理(倫理全般)について 1)2)3)4) 予習：研究倫理に関するサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：研究倫理について学んだことをまとめること。

1 P301
研究倫理委
員長

21/9/29(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 人の倫理(倫理全般)について 自学自習課題作成時間 1)2)3)4) 予習：研究倫理に関するサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：研究倫理について学んだことをまとめること。

1 P301

21/10/6(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 遺伝子組換え実験と微生物使用実験について
遺伝子組換え実験と微生物使用実験につい
て

1)2)3)4)
予習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験についてサイトを検索し、その内容についてノートをまとめるこ
と。病原体・生体防御3のノートを見返すこと。
復習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験について学んだ内容をまとめること。

1 P301 林 秀行 中野 隆史

21/10/6(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 遺伝子組換え実験と微生物使用実験について
遺伝子組換え実験と微生物使用実験につい
て

1)2)3)4)
予習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験についてサイトを検索し、その内容についてノートをまとめるこ
と。病原体・生体防御3のノートを見返すこと。
復習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験について学んだ内容をまとめること。

1 P301 林 秀行 中野 隆史

21/10/6(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 遺伝子組換え実験と微生物使用実験について
遺伝子組換え実験と微生物使用実験につい
て

1)2)3)4)
予習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験についてサイトを検索し、その内容についてノートをまとめるこ
と。病原体・生体防御3のノートを見返すこと。
復習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験について学んだ内容をまとめること。

1 P301 林 秀行 中野 隆史

21/10/6(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 遺伝子組換え実験と微生物使用実験について 自学自習課題作成時間 1)2)3)4)
予習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験についてサイトを検索し、その内容についてノートをまとめるこ
と。病原体・生体防御3のノートを見返すこと。
復習：遺伝子組換え実験、微生物使用実験について学んだ内容をまとめること。

1 P301

21/10/13(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 動物実験に関する倫理について 動物実験に関する倫理について 1)2)3)4) 予習：動物実験に関する倫理についてサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：動物実験に関する倫理について学んだことをまとめること。

1 P301 島田 香寿美

21/10/13(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 動物実験に関する倫理について 動物実験に関する倫理について 1)2)3)4) 予習：動物実験に関する倫理についてサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：動物実験に関する倫理について学んだことをまとめること。

1 P301 島田 香寿美

21/10/13(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 電子カルテ(臨床)に関する倫理について 電子カルテ(臨床)に関する倫理について 1)2)3)4)
予習：患者情報に関する倫理についてサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：患者情報に関する倫理について学んだことをまとめること。

1 P301 上田 英一郎

21/10/13(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 電子カルテ(臨床)に関する倫理について 電子カルテ(臨床)に関する倫理について 1)2)3)4)
予習：患者情報に関する倫理についてサイトを検索し、その内容についてノートにまとめること。
復習：患者情報に関する倫理について学んだことをまとめること。

1 P301 上田 英一郎

21/10/20(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（演習） 1)2)3)4)
予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：統計ソフトJMPの使用方法について復習すること。

3 P302 伊藤 ゆり

21/10/20(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（演習） 1)2)3)4)
予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：統計ソフトJMPの使用方法について復習すること。

3 P302 伊藤 ゆり

21/10/20(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（演習） 1)2)3)4)
予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：統計ソフトJMPの使用方法について復習すること。

3 P302 伊藤 ゆり

21/10/20(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 医学統計・データサイエンス入門 医学統計・データサイエンス入門（演習） 1)2)3)4)
予習：配属研究室において実施している研究の概要について調べ、ノートにまとめること。
復習：統計ソフトJMPの使用方法について復習すること。

3 P302 伊藤 ゆり

21/10/27(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース）
各実験室でのオリエンテーション
予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等①

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/10/27(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース）
各実験室でのオリエンテーション
予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等①

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/10/27(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース）
各実験室でのオリエンテーション
予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等①

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/10/27(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース）
各実験室でのオリエンテーション
予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等①

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/10(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等② 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/10(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等② 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/10(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等② 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/10(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等② 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/17(水)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等③ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/17(水)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等③ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/17(水)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等③ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/17(水)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等③ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/17(水)
16：30

学生研究（準備コース） 秋期医学会学術講演会(出席必須) 1)2)3)4)5)6)7) 1 P101

21/11/19(金)
13：00 13：45

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等④ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/19(金)
13：50 14：35

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等④ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/19(金)
14：40 15：25

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等④ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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21/11/19(金)
15：30 16：15

学生研究2（準備コース） 予備実験・試薬調製・実験機器の習熟等④ 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
8：30 9：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
9：20 10：05

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
10：10 10：55

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
11：00 11：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
13：00 13：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
13：50 14：35

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
14：40 15：25

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/22(月)
15：30 16：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
8：30 9：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
9：20 10：05

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
10：10 10：55

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
11：00 11：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
13：00 13：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
13：50 14：35

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
14：40 15：25

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/24(水)
15：30 16：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
8：30 9：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
9：20 10：05

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
10：10 10：55

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
11：00 11：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
13：00 13：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
13：50 14：35

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
14：40 15：25

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/25(木)
15：30 16：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
8：30 9：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
9：20 10：05

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
10：10 10：55

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
11：00 11：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
13：00 13：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
13：50 14：35

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
14：40 15：25

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/26(金)
15：30 16：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
8：30 9：15

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
9：20 10：05

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
10：10 10：55

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
11：00 11：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
13：00 13：45

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
13：50 14：35

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)
14：40 15：25

学生研究2（コア期間） 各教室配属期間
1)2)3)4)5)6)
7)

予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/29(月)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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21/11/30(火)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/11/30(火)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/1(水)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/2(木)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/3(金)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/6(月)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/7(火)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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21/12/7(火)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/8(水)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/9(木)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/10(金)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/13(月)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/14(火)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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21/12/15(水)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/15(水)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/16(木)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  8：30  9：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  9：20  10：05 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  10：10  10：55 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  11：00  11：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  13：00  13：45 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  13：50  14：35 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  14：40  15：25 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/12/17(金)  15：30  16：15 学生研究2（コア期間） 各教室配属期間 1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/1/12(水)  13：00  13：45 学生研究2（発展コース） 研究発表の仕方 研究発表の仕方 1)2)3)4)5)6)7)予習：パワーポイントの使い方について各自調べておくこと。
復習：講義の内容をまとめてレポートを作成すること。

2 P301 中野 隆史

22/1/12(水)  13：50  14：35 学生研究2（発展コース） 研究発表の仕方 研究発表の仕方 1)2)3)4)5)6)7)予習：パワーポイントの使い方について各自調べておくこと。
復習：講義の内容をまとめてレポートを作成すること。

2 P301 中野 隆史

22/1/12(水)  14：40  15：25 学生研究2（発展コース） 研究発表の仕方 研究発表の仕方 1)2)3)4)5)6)7)予習：パワーポイントの使い方について各自調べておくこと。
復習：講義の内容をまとめてレポートを作成すること。

2 P301 中野 隆史

22/1/12(水)  15：30  16：15 学生研究2（発展コース） 研究発表の仕方 自学自習課題作成時間 1)2)3)4)5)6)7)予習：パワーポイントの使い方について各自調べておくこと。
復習：講義の内容をまとめてレポートを作成すること。

2 P301 中野 隆史

22/1/26(水)  13：00  13：45 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/1/26(水)  13：50  14：35 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/1/26(水)  14：40  15：25 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/1/26(水)  15：30  16：15 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/2/16(水)  13：00  13：45 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/2/16(水)  13：50  14：35 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/2/16(水)  14：40  15：25 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

22/2/16(水)  15：30  16：15 学生研究2（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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 2021年度「学生研究３」年間授業計画 学内ユニバーサルパスポートデータより

年月日 開始 終了 大項目 授業タイトル 授業項目 対応する学習アウトカム 事前事後学習項目 授業形態 施設 担当1

21/4/8(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/8(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/8(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/8(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/15(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/15(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/15(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/15(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：所属教室において実施した学生研究で用いたデータを準備すること
復習：演習で学んだ統計解析を自分の研究データで分析し、まとめること

3 P302 伊藤　ゆり

21/4/22(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/22(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/22(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/22(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/28(水)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/28(水)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/28(水)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/4/28(水)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/20(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/20(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/20(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/20(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/27(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/27(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/27(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/27(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/5/31(月)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：4月の演習で分析した結果について所属教室で共有し、フィードバックを得ること。
復習：自身の研究の統計解析や図表に関する発表に対しての意見を踏まえて改善をはかること。

3 P302 伊藤　ゆり

21/5/31(月)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：4月の演習で分析した結果について所属教室で共有し、フィードバックを得ること。
復習：自身の研究の統計解析や図表に関する発表に対しての意見を踏まえて改善をはかること。

3 P302 伊藤　ゆり

21/5/31(月)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：4月の演習で分析した結果について所属教室で共有し、フィードバックを得ること。
復習：自身の研究の統計解析や図表に関する発表に対しての意見を踏まえて改善をはかること。

3 P302 伊藤　ゆり

21/5/31(月)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 医学統計・データサイエンス演習 医学統計・データサイエンス演習 1)2)3)4)
予習：4月の演習で分析した結果について所属教室で共有し、フィードバックを得ること。
復習：自身の研究の統計解析や図表に関する発表に対しての意見を踏まえて改善をはかること。

3 P302 伊藤　ゆり

21/6/3(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/3(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/3(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/3(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/8(火)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/8(火)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900
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21/6/8(火)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/8(火)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 各教室配属期間
配属教室でのデータまとめ、追加実験、プレ
ゼン準備等

1)2)3)4)5)6)7)
予習：各教室担当教員の指示に従うこと。
復習：各教室担当教員の指示に従うこと。

2 M900

21/6/9(水)
16：30

学生研究3（発展コース） 春期医学会学術講演会(出席必須) 1)2)3)4)5)6)7) 1 P101

21/8/23(月)
8：30 9：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
9：20 10：05

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
10：10 10：55

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
11：00 11：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/23(月)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
8：30 9：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
9：20 10：05

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
10：10 10：55

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
11：00 11：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/24(火)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
8：30 9：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
9：20 10：05

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
10：10 10：55

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
11：00 11：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/25(水)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
8：30 9：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
9：20 10：05

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
10：10 10：55

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
11：00 11：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/26(木)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900
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21/8/27(金)
8：30 9：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
9：20 10：05

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
10：10 10：55

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
11：00 11：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
13：00 13：45

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
13：50 14：35

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
14：40 15：25

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900

21/8/27(金)
15：30 16：15

学生研究3（発展コース） 発表期間 1)2)3)4)5)6)7) 2 M900
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授業科目 情報リテラシー 科目ナンバリン
グ

N-12-03-D

授業科目（英） Information Literacy

教員名 小林道太郎、土手友太郎（医師実務経験者）　
単位数 1.0 時間数 30　 学年 1　
開講期 2021年度 前期 開講曜日　 　（時間割どおり）
科目区分 必修　 授業形態 演習　

一般目標
大学での勉学および大学生活のために必要な基本的事項を身につける。またパソコンの基本的な操作
を学習し、それらを用いてレポート作成やプレゼンテーションを行う。（数理データサイエンスを含
む）　

行動目標

1　大学での基本的な勉学の仕方および大学生活で求められることについて理解し、それらを適切に
行うことができる
2　大学で求められる基本的な情報収集・要約・レポート作成の仕方を理解し、実際に行うことがで
きる
3　パソコンおよび基本的なソフトの利用法を理解し、それらを使うことができる
4　人に伝わりやすい資料作成およびプレゼンテーションの仕方を理解し、実際に行うことができる
5　他の人の発表を聞いて要点を理解し、質問をしたり意見を言うことができる
6　データサイエンス、その周辺領域について概説できる


7　データサイエンスで扱う様々な情報や研究への利用について、個人情報保護を含めた必要な倫理
的配慮を身につける
8　AIの概念や利活用の現状、関連する課題について概説できる　

ディプロマポリシ
ーのキーワード

課題探究力　

評価並びにフィー
ドバック法

受講態度（20％）、提出物（50％）、発表（30％）で評価する。100点満点で60点以上を合格とす
る。
フィードバックは、双方向授業の中で行う。

教科書 「30時間アカデミック　情報リテラシー　Office2016」杉本くみ子・大澤栄子著、実教出版　
参考書等 授業中随時紹介する　
事前準備　 　　
受講要件等

なし。授業の進め方等は初回授業で説明する　

オフィスアワー 　　
（曜日／時間）

金曜16:20-17:20（小林）　

回数　　　　　　
講義日

学習課題 内容並びに方法／予習・復習の課題（時間）（予習：30分、復習：30
分目安）

担当教員

1　 オリエンテーション／大学
で何を学ぶか

授業の進め方と準備について
大学の授業で求められること、看護学生に求められること
予習　シラバスをよく読んでくる
復習　授業で学んだこと・確認したことをまとめておく　

土手
小林　

2　 情報収集と文章の要約　

情報収集、文章の構造と要約
実際に文章の要約を行う
予習　配布資料を読んでポイントに下線をひく
復習　要約の練習　

小林　

3　 レポートの書き方

レポートの書き方
模擬的にレポート作成を行う
予習　テキストp.176-177を読み、要点をまとめる
復習　小レポート作成（授業で指示する）

小林　

4　 データサイエンスとは何か　

データサイエンスとは
社会で活用されているデータ
予習　配布資料を読んでポイントに下線をひく
復習　関連リンク先を参照して関心を持った項目をまとめる　

小林　

5　 データ・AIの活用領域　

データの活用領域
データ・AI利活用における留意事項


予習　配布資料を読んでポイントに下線をひく
復習　関連リンク先を参照して関心を持った項目をまとめる　

小林　

6  情報検索とファイル操作  情報の検索・⼊⼿、ファイル操作、ネット利⽤時の諸注意 小林　
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実際にPCを起動しファイル操作等を⾏う
予習 テキストp. 4-9を読み、要点をまとめる
復習 実際にPCを操作しておく

7　 文書作成ソフトの基本操作　

Wordの基本操作（講義室のPCを使って練習する）
予習　テキストp. 18-87を読み、操作をイメージしておく
復習　Wordの操作にさらに慣れておく

小林　

8　 表計算ソフトの基本操作　

Excelの基本操作（講義室のPCを使って練習する）
予習　テキストp. 88-173を読み、操作をイメージしておく
復習　Excelの操作にさらに慣れておく

小林　

9　 プレゼンテーションソフト
の基本操作　

PowerPointの基本操作（講義室のPCを使って練習する）
発表スライド作成とプレゼンテーション実施のポイント
予習　テキストp. 178-214を読み、操作をイメージしておく
復習　PowerPointの操作にさらに慣れておく

小林　

10　 発表1　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）

土手　

11　 発表2　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）

土手　

12　 発表3　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）　

土手　

13　 発表4　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）　

土手　

14　 発表5　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）

土手　

15　 発表6　

課題に対する調査の成果を順に発表する。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習　発表準備
復習　復習課題（授業で指示する）　

土手　
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授業科目 統計学 科目ナンバリン
グ

N-12-05-D

授業科目（英） Statistics

教員名 土手友太郎（医師実務経験者）　
単位数 2.0 時間数 30　 学年 1　
開講期 2021年度 後期 開講曜日　 　（時間割どおり）
科目区分 必修　 授業形態 講義　

一般目標

保健医療情報における数理・データサイエンスに関する科目である。特に看護領域における統計学の
必要性を認識し、個々のデータの種類と特性、収集および分類の手法、集団における分布の種類と特
性を理解する。さらに統計量から母集団の状況を把握し、分析の手法および結果の解釈について習得
する。　

行動目標 データの種類や特徴を述べ、要約を列記する。その意味を説明し、論理的に推論できる。　
ディプロマポリシ
ーのキーワード

課題探究力　

評価並びにフィー
ドバック法

評価は受講態度(15%)、同時双方向投票アプリを用いた小テスト(85%)による。小テストは授業冒頭と
授業中に適宜に実施する。小テストは授業毎に実施し15回分の合計により最終評価とする。また授業
の合間に双方向コミュニケーションツールを用いて不定期に質問し、評価に加える場合がある。な
お、出席回数が少なく、学習課題の理解が不十分であると推測される場合には、評価を受けることが
できない。フィードバック法は授業冒頭にて前回のテストの振り返りを適宜行う。　　

教科書 基本からわかる看護統計学入門　大木秀一著　（医歯薬出版株式会社）　
参考書等 なし　

事前準備　 　　
受講要件等

授業前はシラバスを確認し,予習を30分間行う。授業支援システムおよび双方向コミュニケーションツ
ールを活用した授業を行う。授業支援システムにより小テストを実施する。復習を30分間行う。　 

オフィスアワー 　　
（曜日／時間）

水曜日/12：10〜13：00　

回数　　　　　　
講義日

学習課題 内容並びに方法／予習・復習の課題（時間）（予習：30分、復習：30
分目安）

担当教員

1　 看護職と統計学　

看護職における統計学の必要性を学ぶ。授業支援システムおよび同時双
方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テスト
を授業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ4-6に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：統計学とは何かを具体的にまとめる。　

土手　

2　 統計学の歴史と発展　

統計学の成り立ちを学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向コミュニ
ケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業毎に実
施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ6-8に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：統計学の発展についてまとめる。　

土手　

3　 基本的な用語とデータ　

統計学で用いる基本的な用語を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方
向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを
授業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ9-10に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：基礎的用語についてまとめる。　

土手　

4　 基本的なデータの種類　

ﾃﾞｰﾀの種類の特徴と分類を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向コ
ミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業
毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ9-11に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：ﾃﾞｰﾀの特徴による分類についてまとめる。

土手　

5　 質的ﾃﾞｰﾀの分類　

質的変数の尺度水準を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向コミュ
ニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業毎に
実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ9-13に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：質的変数の尺度水準の意味についてまとめる。　

土手　

6　 量的ﾃﾞｰﾀの分類　 量的データの尺度水準を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向コミ
ュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業毎

土手　
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7　 記述統計と推測統計の区別　

記述統計と推測統計の関係と違いを学ぶ。授業支援システムおよび同時
双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テス
トを授業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ16-23に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：記述統計と推測統計の区別をまとめる。　

土手　

8　 1変数の記述統計　

質的変数と量的変数の図表化を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方
向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを
授業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ24-27に記載してある基礎的用語について調べる。


復習：質的変数と量的変数の図表化の違いについてまとめる。　

土手　

9　 ヒストグラム

ヒストグラムの作成と意義を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向
コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授
業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ27-30に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：ヒストグラムの作成の要点と読み方をまとめる。

土手　

10　 ﾃﾞｰﾀの分布と代表値

分布の特徴と代表値を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向コミュ
ニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業毎に
実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ31-36に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：代表値の種類と特徴をまとめる。

土手　

11　 ﾃﾞｰﾀのばらつきの指標

散布度の指標の種類と意味を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向
コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授
業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ36-42に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：散布度の指標の種類と特徴をまとめる。

土手　

12　 標準偏差および分布の形状　

標準偏差および分布に関する統計学的指標を学ぶ。授業支援システムお
よび同時双方向コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中
に小テストを授業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ40-52に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：標準偏差などの指標が示す意味をまとめる。　

土手　

13　 質的2変数の関係　

質的2変数の扱い方と関連を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向
コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授
業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ53-63に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：クロス集計表の関連指標をまとめる。　

土手　

14　 量的2変数の関係　

量的2変数の扱い方と関連を学ぶ。授業支援システムおよび同時双方向
コミュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授
業毎に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ64-73に記載してある基礎的用語について調べる。
復習：散布図の読み方をまとめる。　

土手　

15　 まとめ　

総復習および質疑応答を行う。授業支援システムおよび同時双方向コミ
ュニケーションアプリなどのＩＣＴを用いて授業中に小テストを授業毎
に実施する。
予習：ﾃｷｽﾄｐ73に記載してある基礎的用語について再度調べる。
復習：理解の不十分な授業項目についてまとめる。　

土手　
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授業科目 データ処理演習 科目ナンバリン
グ

N-12-04-D

授業科目（英） Computer Data Processing

教員名 小野　淳（非常勤講師）　
単位数 1.0 時間数 30　 学年 2　
開講期 2021年度 後期 開講曜日　 　（時間割どおり）
科目区分 選択　 授業形態 演習　

一般目標

本科目では，コンピュータを用いたデータ処理の実践演習を行う。「データ」とは単なる数値や現象
といった事実の集積であり、これが一定の基準にもとづき整理・分類された「情報」に変換されては
じめて、理解可能な意味をもつものになる。ここでの「データ処理」とは、データをコンピュータに
取り込み、抽出・数値化・比較等あらゆる種類の加工・解析をほどこし、その結果を正しく読み取
り、より効果的に提示（作表・作図）するまでの過程について理解する。また，データ処理に伴う統
計処理の概念について理解する。　

行動目標 統計学の知識を深め、一般的なデータ処理に必要な汎用性の高いソフトウェアに習熟し、看護学習・
研究に利用することができるようになることを目標とする。　

ディプロマポリシ
ーのキーワード

課題探究力、専門職としての実践力　

評価並びにフィー
ドバック法

受講態度40%　課題60%　
課題は原則，次の授業時に採点して返却し，解説を行う。　

教科書 （特に指定しない）　
参考書等 大木秀一著「基本からわかる 看護統計学入門 第2版」　医歯薬出版株式会社　
事前準備　 　　
受講要件等

「情報リテラシー」と「統計学」を受講していることが望ましい。　

オフィスアワー 　　
（曜日／時間）

授業前後　

回数　　　　　　
講義日

学習課題 内容並びに方法／予習・復習の課題（時間）（予習：30分、復習：30
分目安）

担当教員

1　 統計学の基礎的事項の理解
１　

授業のオリエンテーション（授業内容，評価等）
基本統計量について、保健師国家試験の問題を参考に理解を深める。
予習：統計とはどのようなものか調べる。
復習：統計学についてまとめる。看護に向いている調査を調べる。　

小野　

2　 データ処理の基本　

実際のデータを利用して、個人の演習活動を行う。Excel関数を利用し
た基本統計量の算出する。
予習：Excelの基本操作・関数について、振り返り説明できるようにす
る。
復習：授業で取り扱った各種データを使い，基本統計量を算出する。　

小野　

3　 統計学の基礎的事項の理解
２　

保健師国家試験の問題を参考に、正規分布、相関、回帰について理解を
深める。
予習：高校数学による、相関・回帰について振り返り、説明できるよう
にする。
復習：正規分布，相関，回帰についてまとめる。　

小野　

4　 実際のデータを利用して統
計処理１　

データを使用して、Excelを使い個々で演習を行う。データ入力、ワー
クシートの計算
予習：Excelの基本機能を振り返る。データ分析ツールについて確認す
る。
復習：授業で行った練習問題の残部分について演習を行う。

小野　

5　 統計学の基礎的事項の理解
３　

統計的仮説検定，帰無仮説について、保健師国家試験問題を参考に理解
を深める。
予習：検定・帰無仮説とはどのようなものか調べ、説明できるようにす
る。
復習：仮説を立て，統計的仮説検定を行う計画を立てる。
（帰無仮説の設定など）　

小野　

6　 検定について１　 保健師国家試験問題を参考に、ｔ検定，有意差，有意水準等について理
解を深める。
予習：ｔ検定の流れについて調べる。3種類ほど区別ができるようにす

小野　
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る。
復習：ｔ検定とは何かまとめる。　

7　 検定について２　

保健師国家試験問題を参考に、ｔ検定，対応のあるデータ，対応のない
データについて理解を深める。
予習：検定の際，対応のあるデータ，対応のないデータについて調べ、
理解する。
復習：対応のある・対応のないデータについて例をあげてまとめる。　

小野　

8　 検定について３　

実際のデータを参考に、分散分析について理解を深める。一要因，二要
因についてExcelを使った個人ワークを行う。　


予習：分散分析、多重比較について理解する。
復習：ｔ検定と分散分析の違いについてまとめる。　

小野　

9　 検定について４　

実際のデータを用いて、分散分析，対応のあるデータ，繰り返しのある
データ（ないデータ）について個人ワークを行う。
予習：統計処理するデータについて，一要因・二要因，繰り返しのあ
る・ないの違いについて調べ、理解する。
復習：対応のある・ないデータ，繰り返しのある・ないデータについて
違いを比較しまとめる。　

小野　

10　 実際のデータを利用して統
計処理２　

データをもとに，ｔ検定や分散分析等のデータ処理方法を検討する。E
xcelを使って、個人での演習活動となる。


予習：授業で配布するｔ検定，分散分析の違いについて調べる。
復習：授業の際に扱った練習問題の残りについて取り組む。　

小野　

11　 データ解析より表の作成・
分析手法　　

研究内容に関するアンケートの作成
ピボットテーブル等を使ったデータの集計やデータ入力について検討す
る。
予習：看護に関する簡単なアンケート項目を検討しておく。
復習：授業の際に扱った練習問題の残りについて取り組む。　

小野　

12　 検定について５　

集計されたデータを基に、個人の演習活動として、分割表，カイ２乗検
定を行う。
予習：カイ2乗検定について調べ、説明できるようにする。ｔ検定・分
散分析との違いを理解する。
復習：分割表，カイ2乗検定・フィッシャー検定についてまとめる。　

小野　

13　 アンケート集計・分析

分布，検定，相関，回帰に関するデータ処理の手法について，過去の例
から学ぶ
予習：保健師国家試験の３年分の過去問を見て，統計的手法についての
問題を解く。
復習：保健師国家試験の過去10年分の過去問を見て，統計的手法につ
いての問題を解き理解する。　

小野　

14　 まとめ，小テスト　

今までの授業を振り返り，総合課題を行う。
また，最後に知識が定着しているか小テストを行う。
予習：看護師，保健師等としてデータ処理をするにふさわしい，オープ
ンデータを探す。
復習：授業中利用したデータをもとに統計処理を行い，その中で得られ
た知見についてまとめる。

小野　

15　 課題の返却，振り返り　

課題の返却を行い，間違いに対する指導を行う。
また，小テストについて解説を行い理解の定着を図る。
予習：小テスト内容について，教科書・プリント等から確認を行う。
復習：小テストの解説を元に，間違い・不明部分をまとめてレポートす
る。　

小野　
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6学年

3学年

2学年

大阪医科薬科大学　医学部カリキュラム・マップ

■医療プロフェッショナリ
ズム

～ＢＡＳＩＣ～■国際言語文
化１・２
（英語・ドイ
ツ語）

■
社
会
医
学
系

共用試験 PreCC-OSCE・CBT（第4学年秋季）

■臨床実習[ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ･CC](総合講義・演習を含む)

■準備教育

■医療プロフェッショナリ
ズム

～ＣＯＲＥ～

　総合試験

初期臨床研修

国家試験

　総合試験

■
学
生
研
究
１

PCC-OSCE

■基礎医学系

1学年

■臨床実習[コア･CC](特別講義・演習を含む)

■一般教養

5学年

4学年

■
医
学
英
語

１
・
２
・
３

■臨床医学系

■
学
生
研
究
２
・
３

■
学
生
研
究
制
度（

選
択
制
）

■
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
３

■
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
１
・
２

■医療プロフェッショナリズム

～ＡＰＰＬＩＥＤ～ 

症候論演習 

■医療プロフェッショナリズム

～ＡＤＶＡＮＣＥＤ～ 
■国際交流ＣＣ

倫理とプロフェッショナリズム 自律的探求能力 

医療の社会性と国際性 多職種連携とコミュニケーション 

実践的診療能力 

医学科学的知識 

コンピテンス（卒業時到達目標）

データサイエンス・AI プログラム 
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 2021.4.30　薬学部教授会
資料７

薬学部薬学科カリキュラムマップ　（2021年度以降学生）
▲：選択必修科目 ◯選択科目

前期

人と文化

人の行動と心理

情報リテラシー 情報科学演習 1

プレゼンテーション アカデミックスキル 1

身体運動科学 1

スポーツ・運動１ 1

物理 物理学１ 1 物理学２ 1

化学 化学 2

生物 生物学 1

数学・統計学 数学１ 2 数学２ 1 数理統計学 2

医療心理学 1 コミュニケーション 1

キャリアデザイン概論 1

基礎薬学科目 薬学入門 1 ○医工薬連環科学 2

多職種連携論１
－医療人マインド

1
○多職種連携論２

－医療と専門職
1

多職種連携論３
－医療倫理

1 医療と法 1 ○医療政策論 1
○多職種連携論４

－医療安全
1

1

英語リスニング１ 1 英語リスニング２ 1 英語スピーキング１ 1 英語スピーキング２ 1 異文化言語演習１ 1 異文化言語演習２ 1

英語リーディング1 1 英語リーディング2 1 英語ライティング1 1 英語ライティング2 1

応用薬学科目 薬学英語 1

－ 基礎教育科目
▲ドイツ語１
▲中国語１
▲ハングル１

1
▲ドイツ語２
▲中国語２
▲ハングル２

1

物理化学１ 1 物理化学２ 1 物理化学３ 1 放射化学 1

分析化学１ 1 分析化学２ 2

生物無機化学 1

応用薬学科目 応用分析学 1 ○応用放射化学 1 ○生物物理化学 1

実習科目 分析化学実習 1 物理化学実習 1

基礎有機化学 1 有機化学１ 2 有機化学２ 2 有機化学３ 1 有機化学４ 2

有機スペクトル学演習 1

薬用植物学 1 薬用天然物化学 2 生薬学 1 医薬品化学１ 2 医薬品化学２ 1

○精密有機合成化学 1

実習科目 基礎有機化学実習 1 漢方・生薬学実習 1 有機化学実習 1

基礎細胞生物学 2 生化学２ 2 分子生物学 2

生化学１ 2 微生物学 2 免疫学 2

衛生薬学１ 2 分子細胞生物学 2 病原微生物学 1 ○先端分子医科学 1

衛生薬学２ 2 衛生薬学３ 2

実習科目 生物学実習 1 生物科学実習 1
衛生薬学・放射化学実
習

1

基礎薬学科目 機能形態学１ 2 機能形態学２ 2

応用薬学科目 基礎漢方薬学 2 物理薬剤学 2

医療薬学導入学習 1 生物薬剤学１ 1 生物薬剤学２ 1 薬物速度論 2 臨床感染症学 2
○アドバンスト薬物治療
学

1 ○漢方医学概論 1

薬理学１ 2 薬理学２ 2 薬理学３ 2 製剤設計学 2 薬物治療学５ 2 ◯アドバンスト薬理学 1

薬物治療学１ 2 薬物治療学２ 2 薬物治療学３ 2 薬理学４ 2 ○医薬品安全性学 1

薬物治療学４ 2

○臨床化学 1

薬理学実習 1

薬剤学実習 1

応用薬学科目 医療統計学 1 10

臨床薬学概論 1 医薬品情報学 1 個別化医療 1
コミュニティファーマ
シー

1 10

臨床導入学習1 3 臨床導入学習２ 1

臨床薬物動態学 1

実習科目

薬事関連法・制度 2

社会保障論 1

薬学基礎演習 1 3

統合薬学演習 2

実習科目 14

薬学総合演習

特別演習・実習

薬局実務実習

薬学と社会 医療薬学科目

総合
医療薬学科目

基礎薬学科目

応用薬学科目

医療薬学教育

薬の専門家として
患者や医療チーム
から信頼される薬
剤師を養成しま
す。また、薬剤師と
して必要な知識・
技能及び態度を
修得するために、
病院と薬局におい
て参加型実務実
習を行い、コミュニ
ケーション能力、
プレゼンテーショ
ン能力及び生涯に
わたる自己研鑽力
と次世代を担う人
材を育成する意欲
と態度の必要性を
体得します。さら
に、地域における
人々の健康増進、
公衆衛生の向上
に貢献する能力を
養います。

医療系

薬剤師として医療
に関わるための基
本的知識・技能・
態度を有している
こと

チーム医療や薬物
療法に必要な専
門的知識・技能・
態度を有している
こと

薬の専門家に必
要なコミュニケー
ション能力及びプ
レゼンテーション
能力を有している
こと

地域における必要
な情報を適切に発
信し、人々の健康
増進、公衆衛生の
向上に貢献する能
力を有していること

薬学・医療の進歩
に対応するために
自己研鑽し、次な
る人材を育成する
意欲と態度を有し
ていること

医療薬学科目

実習科目

薬学臨床系

病院実務実習

医療薬学科目

実習科目

講義で得た知識に
基づいて、研究活
動に必要な技能・
態度を身に付けま
す。さらに、問題発
見・解決能力を醸
成するために、４
年次から研究室に
所属し卒業研究を
行います。

薬学専門教育

「薬学教育モデ
ル・コアカリキュラ
ム」を基本とした、
薬物に関する幅広
い科学的知識を修
得します。

物理系

基礎薬学科目

薬の専門家として
必要な幅広い科
学的知識を有して
いること

薬学・医療の進歩
と改善に役立てる
研究を遂行する意
欲と科学的根拠・
研究に基づく問題
発見・解決能力を
有していること

有機系

基礎薬学科目

応用薬学科目

生物系

語学教育

国際化に対応し得る語学力を養う。
教育系

英語
基礎教育科目

国際化に対応できる基礎的な語学力
を有していること※学術論文講読（特別演習・実習の一環として実施）

6年次
系 科目区分

医療人として相応しい倫理観と社会性
を身につけていること

薬の専門家として必要な幅広い科学
的知識を有していること

－

薬学と社会

基礎教育科目
薬剤師として医療に関わるための基本
的知識・技能・態度を有していること

薬の専門家に必要なコミュニケーショ
ン能力及びプレゼンテーション能力を
有していること

医療薬学科目
早期体験学習

基礎教育
ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と
医療人に相応しい倫理観と社会性、
及びコミュニケーション能力の基本を
身に付けます。

教育系 基礎教育科目

◯＜教養科目＞
前期：「文学の世界」「歴史と社会」「地球環境論」「政治と社会」「基礎心理学」「法と社会」「経済の世界」「数理論理学」
後期：「社会分析の基礎」「人間と宗教」「文化人類学」「倫理と社会」「コーチング論」「スポーツ・運動２」「情報科学」
各1科目1単位

カリキュラム･ポリシー
5年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

後期
ディプロマ・ポリシー

前期 後期 前期 後期

データサイエンス・AIプログラム
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大阪医科薬科大学看護学部カリキュラムツリー　2021年度入学生 緑色は選択科目、青色は自由科目

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年 ディプロマポリシー

1 生命の尊厳を守り、人権を尊重

し、多様な文化を持つ人々の生

き方や価値観を尊重した行動を

とることができる。

2 多面的かつグローバルな視点か

ら看護に関する課題を探求し、

新しい知識や技術の創造に取り

組むことができる。

3 看護学に関する基礎的な専門知

識と技術を身につけ、個別の健

康課題に対し、ライフステージ

や健康状態等を考慮した看護を

実践することができる。

4 地域社会における健康課題を把

握し、多職種と連携し協働する

必要性と方法を理解して、多様

な課題の解決に取り組むことが

できる。

5 自らのキャリア形成をみすえ

て、向上心をもって自己研鑽し

続けることができる。

くらしの中の倫理

健康科学概論1・2

国際言語文化

人間関係論

多職種連携論1-医療人マインド

哲学

保健医療福祉概論

セクシュアリティーと看護

がん看護学総論

異文化看護入門

家族看護学

食生活論

遺伝とカウンセリング

看

護

研

究

法

卒

業

演

習

災害看護論

統

合

看

護

学

実

習

原著講読

看護管理

看護教育

看

護

実

践

発

展

総

合

演

習

看護と生体診断法

看護学概論

統計学

日常生活援助技術

基礎看護学実習I

フィジカルイグザミネーション

病気の診断・治療I

リプロダクションと看護

看護アセスメント

治療過程に伴う援助技術

基礎看護学実習II

老年看護学概論

病気の診断・治療II

老年看護学援助論

助産学実習
助産学概論 助産診断・技術学I

看
護
実
践
と
理
論
の
統
合

くらしと社会・環境 公衆衛生学・疫学

ヘルスプロモーション論

チーム医療論

医療英語

キャリアマネージメント

心理学

公衆衛生看護学活動論

母性看護学援助方法

急性期成人看護学援助方法

小児看護学援助方法

精神看護学援助方法

公衆衛生看護学活動方法

公衆衛生看護学管理論

母性看護学実習

急性期成人看護学実習

慢性期成人看護学実習

小児看護学実習

精神看護学実習

公衆衛生看護学実習I

公衆衛生看護学演習

公衆衛生看護学実習II

助産診断・技術学II

助産管理

老年看護学援助方法
老年看護学実習I

老年看護学実習II

母性看護学概論

成人看護学概論

慢性期成人看護学援助論

小児看護学概論

精神看護学概論

公衆衛生看護学概論

母性看護学援助論

急性期成人看護学援助論

慢性期成人看護学援助方法

小児看護学援助論

精神看護学援助論

生物学

化学

くらしと文学

教育学

体育I

情報リテラシー

日本国憲法と法律

くらしと安全・危機管理

英語I

からだの仕組みと働きI（基礎）

感染と免疫

英語II

からだの仕組みと働きII（発展）

からだと栄養

こころの仕組みと働き

物理学

大阪を学ぶ

医学概論

在宅看護学概論

病気の成り立ち

からだとくすりの働き

英語III

在宅看護学援助論

データ処理演習

英語IV

在宅看護学援助方法

リスクマネージメント

医療倫理学

地域救命救急

在宅看護学実習

医療カウンセリング

体育II

くらしと経済

看

護

実

践

発

展

実

習

多職種連携論2-医療と専門職

データサイエンス・AIプログラム
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ホーム 

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

大阪医科薬科 大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム委員会

［ 規程 ］

プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

学部間協議会 

［ 規程 ］

本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、 「データを正しく評価、活用する基盤となるリテラシーを身に着け、Society5.0における医療

人として必要なデータサイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入により激動する未来の医療界における自らの在り方を省察

し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としています。 

Society5.0におけるSustainable Development Goals: SDGs（持続可能な達成目標）達成のためにデータサイエンス・AIプログラムの実践は必

須であり、各学部共に必修科目として導入し、継続的質改善を図りたいと思います。

学部・学科によって修了要件は相違します。

教育 大阪医科薬科大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

実施体制（自己点検評価体制）

本教育プログラムの目的

修了要件と授業内容・概要

大阪医科薬科大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

検索

受験生サイト 

入試情報

資料請求

MENU
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〒569-8686 

大阪府高槻市大学町2番7号（本部キャンパス） 

TEL:072-683-1221（代表）

アクセス

資料請求・お問い合わせ

プライバシーポリシー

© Osaka Medical and Pharmaceu tical Universi ty

医学部医学科

薬学部薬学科

看護学部看護学科

大学院医学研究科

大学院薬学研究科

大学院看護学研究科

大阪医科薬科大学病院 学校法人大阪医科薬科大学

公益通報窓口

PA
G

E
 TO

P

検索

受験生サイト 

入試情報

資料請求

MENU
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大阪医科薬科大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム委員会規程 

（令和３年７月１日施行） 

（目 的） 

第１条 この規程は、大阪医科薬科大学学則第５０条に基づき、大阪医科薬科大学数理・デ

ータサイエンス・ＡＩ教育プログラム委員会（以下、「委員会」という。）を置くために

必要な事項を定める。 

（趣 旨） 

第２条 文部科学大臣が定める「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」

に基づく認定プログラムの立案、実施、改善を継続的に行うため、学部間協議会の下に委

員会を置く。 

（組 織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって構成する。なお、各学部の委員は各学部長が学長

に推薦し、学長が委嘱する。 

(1) 医学部長が推薦した医学部教員 若干名

(2) 薬学部長が推薦した薬学部教員 若干名

(3) 看護学部長が推薦した看護学部教員 若干名

(4) 各学部長が推薦した事務職員 若干名

(5) その他、委員長の指名する教員

２ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、任期の途中で委員が交代した場合、

後任の委員の任期は前任者の残任期間とする。 

３ 委員会に委員長を置き、学長が委員より指名する。 

４ 委員会に副委員長を置き、委員長が委員より副委員長を指名する。 

５ 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、説明あるいは意見を

求めることができる。 

（任 務） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる事項を任務とする。 

(1) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムの立案、実施に関

すること。 

(2) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムの改善（授業内

容・方法、教育効果、シラバス記載内容の改善、全学的な履修者数・履修率向上、教

員の配置、等）に関すること。 

(3) 大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムに関する履修学生

への調査を実施、結果にもとづき学生の理解度を測るなど自己点検・自己評価を行い、

プログラム改善につなげること。 

(4) 数理・データサイエンス・ＡＩ教育の全学的な普及、整備に関すること。
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(5) 大学ホームページでの大阪医科薬科大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログ

ラム自己点検・自己評価による検証結果の公開・発信に関すること。

２ 委員長は、委員会において審議した結果を学長に報告するものとする。 

３ 前条第１項第１号、第２号及び第３号に定められた各号委員の代表者は、委員会におい

て審議した結果を各学部教授会に報告するものとする。 

（運 営） 

第５条 委員長は、委員会を招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立するものとする。 

３ 委員会における審議は、出席者の過半数をもって決する。ただし、可否同数の場合は、

委員長がこれを決する。 

（公 表） 

第６条 委員会は、自己点検・自己評価の結果を大学ホームページにて広く公表するものと

する。 

（事 務） 

第７条 委員会の事務は、学務部が行う。 

（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

（改 廃） 

第９条 この規程の改廃は、各学部教授会の議を経て、学長が行う。 

附 則 

１ この規程は、令和３年７月１日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

２ 本規程の施行に伴い、令和２年９月１日施行の大阪医科大学医学部 Data Science シ

ラバス策定委員会内規は廃止する。
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大阪医科薬科大学 学部間協議会規程 

（令和３年４月１３日施行） 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、大阪医科薬科大学学長規則第１２条第２項に基づき設置する学部間

協議会（以下、「協議会」という。）の組織及び運営について必要な事項を定める。 

（組織及び任期） 

第２条 協議会は、次に掲げる協議員をもって組織する。 

(1) 学長

(2) 各学部長・研究科長

(3) 病院長

(4) その他学長が必要と認める者

２ 協議員の任期は、その役職の任期とし、前項第４号の協議員において、当該任期が付

されていない場合は、学長が個別に決定する。 

（議長及び招集） 

第３条 協議会は、学長が招集し、その議長となる。 

２ 議長に事故があるときは、あらかじめ指名した協議員が、その職務を代行する。 

３ 協議会は、原則として毎月１回招集する。ただし、議長が必要と認めたときは、臨時

にこれを招集することができる。 

（協議員の出欠） 

第４条 協議員が出席できないときは、協議会前日までにその事由を議長に届け出なけれ

ばならない。 

２ 協議員の委任状出席は認めるが、代理出席は認めない。 

（協議事項） 

第５条 協議会は、各学部・研究科に共通する教育研究に関する次の事項について協議す

る｡ 

(1) 教育研究の基本方針等に関する事項

(2) 大学の組織及び制度に関する事項

(3) 教育研究の質の保証に関する事項

(4) 各学部・研究科の諸事項・諸課題の連絡・調整に関する事項

(5) その他、学長が教育研究上必要と認める事項

（協議事項の提出） 

第６条 協議会の協議事項は、あらかじめ議長に提出するものとする。 
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（議 事） 

第７条 協議会は、委任状を含めて協議員の３分の２以上の出席によって成立する。 

２ 議事は出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

（協議員以外の者の出席等） 

第８条 議長が必要と認めるときは、協議員ではない者を出席させ、意見を求めることが

できる。 

（委員会等） 

第９条 協議会は、特定の事項を調査又は検討するため、必要に応じて委員会等を置くこ

とができる。 

２ 委員会等の構成員は、学長が委嘱する。 

３ 委員会等の運営に関し必要な事項は、協議会の議を経て別に定める。 

（協議内容の報告） 

第１０条 協議会での協議事項は、関係部署に文書をもって報告する。 

（所 管） 

第１１条 協議会の事務は、学務部学務課が行う。 

（改 廃） 

第１２条 この規程の改廃は、法人運営会議の議を経て、理事長が行う。 

附 則 

１ この規程は、令和３年４月１３日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

２ この規程の施行に伴い、大阪医科大学大学協議会規則は廃止する。 

附 則 

この改正は、令和３年７月９日から施行する。 
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大阪医科薬科大学
数理・データサイエンス・AIプログラム取組概要

身につけることができる能力（学修目標）
本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、 「データを正しく評価、活用する基盤となるリテラシーを身に着
け、Society5.0における医療人として必要なデータサイエンスの基礎を修得する」「データサイエンスおよびAI導入によ
り激動する未来の医療界における自らの在り方を省察し、諸問題を解決する能力涵養」を学修目標としています。

医療系大学ならではのプログラム
概要紹介に留まらず、原理やリスクに関しても包括した実践的な理
解が必要です。プログラムの各学部の該当科目には、医・薬・看そ
れぞれの専門性との連続性を意識した実践内容も多く含まれてい
ます。各々の医療人としての研究基盤となることを意識した構成と
なっており、4年もしくは6年間の一貫したデータサイエンス・AIプロ
グラムには、近未来における発展性だけでなく付随するリスクに対
応できるコンピテンシー獲得が求められます。
いずれの学部も高学年で臨床実習があり、「電子カルテ」という診
療情報、ビッグデータに触れることとなる。医療現場での留意事項
（ELSI、個人情報）についてもつなげます。

医学部

看護学部 薬学部

データサイエンス・AI
プログラム

Society5.0における
□医療・福祉システムへの円滑な応用
□医療・生命倫理課題医療の解決
□社会全体との連続性を維持した連携体制

69



補足資料：大阪医科薬科大学
数理・データサイエンス・AIプログラム自己点検・評価体制

今後の計画として、下
記項目につなげたい。

・医療系統計学・データ
サイエンス有効活用を
学ぶ

・医療健康データの管
理・マネジメント方法、
医療情報システム（IoT
を含む）を学ぶ

・根拠データに基づい
た医療（Evidence
Based Medicine; EBM）
を学ぶ

健康・医療への社会実装へ

薬学部
第1学年：「情報科学演習」（必修）
第3学年：「医薬品情報学」（必修）
第4学年：「医療統計学」（必修）
第4学年：「臨床薬物動態学」（必修）

医学部
・第1学年：「データサイエンス１」（必修）
・第3学年「学生研究2」（必修）
・第4学年「学生研究3」（必修）

看護学部
・第1学年：「情報リテラシー」（必修）
・第1学年：「統計学」（必修）
・第2学年：「データ処理演習」（選択）

数理・データサイエンス・AIプログラム委員会

学部間協議会

医学部、薬学部、看護学部各々の学部で指定された「数理・データサイエンス・AI」科目
を受講し、学部に即した「データサイエンス」の理解を深める。
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